
　「
請
願
・
陳
情
」
は
、

　
住
民
の
権
利
　

　

「
保
育
園
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
「
道
路

に
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

市
政
に
対
す
る
要
望
が
あ
る
と
き
、
市

議
会
へ
直
接
要
望
す
る
「
請
願
・
陳
情
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

「
請
願
」
は
，
日
本
国
憲
法
第
16
条
で

認
め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
の
一
つ
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
機
関
（
国
会
や

議
会
な
ど
）
に
対
し
て
、
文
書
で
要
望

等
を
述
べ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

「
請
願
」
は
紹
介
議
員
が
な
い
と
提
出

で
き
ま
せ
ん
が
、
「
陳
情
」
に
は
そ
の
制

限
が
な
い
の
で
手
軽
さ
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
声
が
ど
う
扱
わ
れ
た
か
？

請
願
・
陳
情
へ
の
討
論
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　 

各
会
派
の
態
度

　

議
会
に
は
、
取
り
扱
う
内
容
を
分
野

別
に
審
議
す
る
「
常
任
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
「
請
願
」
や
「
陳
情
」
は
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
審
議
さ
れ
る
委

員
会
が
異
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
保

育
園
の
増
設
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
は
、

「
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
」
、
歩
道
の
設

置
は
「
建
設
常
任
委
員
会
」
に
付
託
さ

れ
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

今
議
会
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
請
願
」
や
「
陳
情
」
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
要

望
に
つ
い
て
、
各
政
党
・
会
派
が
ど
の

よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
、
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
要
支
援
者
を

　
介
護
予
防
給
付
か
ら

外
さ
な
い
よ
う
求
め
る
陳
情
　

 

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　

「
（
政
府
に
出
さ
れ
た
）
社
会
保
障
国

民
会
議
の
報
告
書
を
1
0
0
％
支
持
す

る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
問
題

な
い
と
考
え
る
。
意
見
書
を
国
に
出
す

必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
不
採
択
」

 

公
明
党

　

「
急
激
な
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
直

面
し
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
制
度

と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
の
で
、

不
採
択
」

 

凛
（
り
ん
）

　

「
地
域
支
援
事
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
は
増
え
る
と
考

え
る
。
介
護
予
防
給
付
の
み
継
続
す
る

の
は
持
続
可
能
な
社
会
保
障
と
は
思
わ

な
い
の
で
、
不
採
択
」

（
裏
面
に
続
く
↓
）
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日
本
共
産
党

　

「
地
域
支
援
事
業
の
内
容
が
不
明

で
あ
る
が
、
質
の
低
下
が
避
け
ら
れ

な
い
。
国
が
地
方
自
治
を
侵
害
し
、

高
齢
者
支
援
を
無
理
や
り
地
方
自
治

体
に
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
な

の
で
、
陳
情
を
採
択
」

　

年
金
削
減
中
止
・

　

最
低
保
障
年
金
制
度
の

実
現
を
求
め
る
陳
情　

 

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　

討
論
せ
ず
。
陳
情
は
不
採
択
。

 

凛
（
り
ん
）

　

「
年
金
を
受
給
さ
れ
る
側
と
支
え

る
側
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
。

年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、

今
後
の
深
刻
な
高
齢
化
へ
の
対
応
の

た
め
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
年
金
者
の
気
持
ち
は
分
か
る

が
、
若
い
人
に
ツ
ケ
を
回
す
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
不
採
択
」

 

公
明
党

　

「
持
続
可
能
な
公
的
年
金
制
度
で

あ
る
こ
と
が
第
１
義
に
掲
げ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陳
情
に
あ
る
最

低
保
障
年
金
制
度
は
ど
の
よ
う
な
制

度
か
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
は
年
金

制
度
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
も
の
と
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
不
採
択
」

 
日
本
共
産
党

　

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
な
ど
と

言
う
が
、
食
料
品
や
燃
料
費
・
電
気

代
は
値
下
が
り
ど
こ
ろ
か
、
値
上
が

り
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

老
齢
年
金
が
生
活
保
護
基
準
以
下

の
人
も
い
る
中
で
、
年
金
削
減
は
高

齢
者
の
生
存
権
を
奪
う
も
の
と
な
る

の
で
陳
情
に
賛
成
し
、
採
択
」

　

消
費
税
の
８
％
増
税
を
、

　

市
の
使
用
料
・
手
数
料
に

　
　
　

転
嫁
す
る
条
例　

　

消
費
税
の
増
税
中
止
を
求
め
る
切

実
な
声
が
広
が
っ
て
い
る
な
か
、
船

橋
市
は
、
こ
の
4
月
か
ら
、
市
の
使

用
料
・
手
数
料
に
消
費
税
相
当
額
を

上
乗
せ
す
る
条
例
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

「
引
き
上
げ
を
し
な
い
」
と
決
め

た
市
も
あ
る
中
で
、
船
橋
市
の
「
政

府
へ
の
服
従
ぶ
り
」
が
目
立
ち
ま

す
。

　

こ
の
市
長
提
案
に
対
す
る
各
会
派

の
態
度
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　

「
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
賛

成
」

 

公
明
党

　

「
消
費
税
は
、
み
ん
な
で
支
え
あ

う
社
会
保
障
の
根
幹
を
な
し
、
財
源

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら

賛
成
」

 

日
本
共
産
党

　

「
消
費
税
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負

担
が
重
く
、
生
き
る
こ
と
へ
課
税
す

る
こ
と
で
あ
り
、
最
悪
の
税
制
度
。

地
方
自
治
体
は
消
費
税
を
転
嫁
し
な

い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
条
例
改
悪
に
反
対
」

　

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

　

持
続
可
能
な

　
　
「
制
度
」
で
は
な
く

　
「
く
ら
し
の
保
障
」
で
す

　

こ
の
4
月
か
ら
、
消
費
税
の
増
税

と
社
会
保
障
の
削
減
に
よ
っ
て
、
年

度
内
に
5
兆
円
規
模
の
負
担
が
国
民

に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
苦
し
ん
で
い
る
中
で
、
自

治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
形
だ
け
の
制
度
」
の
維
持
な
ど
で

は
不
十
分
で
、
「
市
民
の
く
ら
し
を

ま
も
る
」
こ
と
に
力
を
そ
そ
ぐ
べ
き

時
で
す
。

　

「
制
度
さ
え
残
れ
ば
」
と
い
う
議

論
は
本
末
転
倒
の
議
論
で
す
。

（
↓
表
面
の
続
き
）


